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娯
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狂
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滑
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濤

で
あ
る
が
・
齧

は
低
俗
で
あ
る
と
畳

込
ん
誓

・
寛

・
態

必
ず
し
竜
悲

　

麟

で
は
な
く
、
-狂
言
に
竜
喜
劇
的
で
な

い
竜

の
竜
あ

畜
け
れ
ど
脇
、
能
を
ば
上
晶
ど
し
、
狂
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狂
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に
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熨
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・
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か
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ら
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話
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か
け
て
↓
所
の
名
物
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所
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佛

閣

の
縁
起
、
唆
力
は
そ
の
所
で
行
は
れ
力
事
件

の
巓
末
な
ぎ

　

を
物
語
す
る
の
で
、
幽
玄

の
情
趣
を
室
要
素
と
す
る
議鬘
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羅

物
に
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多
く
、
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禮
的
な
脇

能
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に
禪
舞

　

物

・
眞
ン

序

ノ
舞
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。
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應
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れ
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受
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あ
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、
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迷
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熟
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す
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。
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す
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つ
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て
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置
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け
れ
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あ

る
。
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磐
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ら
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熨
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括
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脚
絆
と
か
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ざ
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い
づ

尢

い
で
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で
シ
ャ
ベ
ソ
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す
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だ
け
で
、
儒

の
各
黐

に
少
し
つ

つ
は
あ
る
茶

ぐ

　
れ
竜
あ
嚢
う
數
多
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い
。
こ
れ
も
シ
ャ
ベ
ツ
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内
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は
カ
タ
リ
の
場
合
と
伺
じ
メ
、
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繰
ゆ
遞
℃
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あ

る
か
む
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シ
テ
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中
入
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と

い
ふ
こ
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。
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ヒ
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し
て
や
や
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瀞
ハ
b
が
あ
る
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扮
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狂
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役
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潔
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熨
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や
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磐

つ
き
・
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來
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つ
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出
て
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蓆
座
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立
ち
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事
件
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經
過
を
タ
チ
㌢
ヤ
凌

り
で
し
や
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㌧る
と

ご
ろ
は
シ
ャ

ベ
リ
ア
ヒ
に
似
て
ゐ
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が
、
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が
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ワ
キ
を
大
臣
柱
q
蔭
仁
見
出
す
と
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分

の
塞
仕
七
て
ゐ
る

　
祕
の
名
に
於

い
て
挨
拶
を
七
、

フ
キ
を
慰
問
す

る
意
味
で
三
段
の
舞
な
ど
を
舞

つ
て
見
せ
る
點
が
特
異
で
あ
る
。
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レ
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ワ
キ
を
慰
思
す
る
意
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は
あ

る
げ
れ
ど
竜
そ
の
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ワ
キ
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問
答
を
ば
し
煮

い
ゆ
と

い
み
の
は
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ワ
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申
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ど
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で
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キ
の
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で
は
ア
ヒ
に
話
し
か
け
ち
れ
て
格
返
箏
を
し

な
い
。
其
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蒡
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が
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る
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に
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萬
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デ
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潜
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狂
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習
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憩
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縦
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④
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ザ
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、
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ま
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に
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樂
C
乏
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壽
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の
「纉
簾
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と
か
、
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昆

の
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攀

、嘉

い
つ
奪
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誓

あ
λ

い
づ
墾

.、羅

釁

、控
は
檬

替
ア
・
(鋤

と
し
て
紳
霧

蹇

老
悽

「饗

、
眞

重

霧

膚

ぎ

に

.

・
.
'「

鶯

蛙
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の
替

ア

ヒ
が
あ

る
)

で
、

中

に
は
獨

立
し

て
狂
言

の
曲

目
に
編

入
さ

れ
て

ゐ
る
物

も
あ

る
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ど

昶
、
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そ

、

,
れ

そ

れ

哨
つ

の
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と

腰

つ
力
演
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と
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つ
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ぬ
る
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も
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す
る
駸
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れ
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舞
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る
磯
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壌
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替
ア
髭

↓
て
特
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捷

す
る
表
泌
の
意
飼
強
ら
出
葵

窓
の
に
鍠

な
い
.
㌧
.
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セ　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
け　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　コ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　　
　
ミ
ほ

　

　

　

　

ち

乏
髭

の
芻

を
い
か
望

し
迭

め
毛

巌

を
し
て
礬

ノ論

零

、
羅

に
秀

能
ら
安

や
ち
廃

の

玉

曠

フ
ヒ
窶

、が
望

導
、μ
な
療

壌

.
纂

婁

び
毳

に
廃

懼
れ
奮

ゑ

妻

.は
ざ

專

竜
在

斗
這

"
鎚

乏
濫唾
憐

㌧

,』治
,田

＼
、一

ジ

.一
鉱

.
♂

＼

匹
!
.
,院

2

ー

～
卜



望

▽
,ガ

固
篇

恐

.一.
弓
拷
,『

図

窓

照
ン
、.り

.減

び

㌧
窓

、,四

..

禽

で
あ
つ
風

婁

な
ゆ
て
壕

ら
濱

嵳

欝

が
あ
る
ぎ

で
あ
る
聶

を
本
位
む

て
夷

ゑ

港

・9

詣

饕

邪
携

り
㌍

薯

へえ

る
な

知
髪

湊

必
ず
転

営

で
は
蓚

、
却
ウ
聶

驫

彎

情
趣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や　

ズ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が

　

に

一、種

の
緩

和

的

敷

果

を

略

拠

ち

す

こ

と

に

竜

な

る

。

更

に

積

極

齣

效

果

の

場

合

を

豫

想

す

る

と

"

傍

へ

ば

「
猿

鐔

」

ド

ド,
暴

力
ち
が
キ
ャ
美

・
払

つ
淫

↓
や
婆

は
る
賑
や
奮

が
、
、颪

山
～
の
肇

蓊

を
寧

蘇

か
聶

㌧

る

い

筌

氣

を

畔
段

と

淨

き

立

尢

ぜ

る

こ

乏

に

竜

な

δ

で

あ

ら

う

。

一　

冴
、　

一

。　

、

・

一
＼

、

.　

　

　

い
ご

　

縣
}　
　
　
　
　
　
　
F　

劇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,

　

　
　

'
㌔

.
…

三

,　

・

、　

、　

　

　

.
ー

　

・　

声

ぞ　

　

丶、
-

＼

・
、㌦

　

　

　

ト気　
講
　
　・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僻

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

　
　

以
上
篁

種

の
カ
タ
リ
ア
.ヒ
,シ

ャ
・ベ
ソ
ァ
ヒ
と
そ
れ
に
類
す
る
末
吐
ア
ヒ
轟

誅
の
多

ソ
ァ
遊

響

て
、
、

亅民
箜

種

の
ア
シ
老

㌃
ヒ
籌

融

へ
入
ゆ
込
ん
で
の
餐

と
な
る
の
で
、
鼕

豊

要
さ
塗

い
ぺ
ば
葉

毒

・

旨
な

第

と
奮

が
、
そ
の
龠

疹

る
前
に
箜

種
と
笙

蘓

の
褐

履

落

ア
ヒ
が
あ
る
蛮

、
孟

に
つ
い
.

　

て
ち

よ

つ
と
觸

れ

て
置

ぐ

こ
ど
に
し

よ
う
ゆ
　

　

、

.　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.　

　

　

　

　

ゴ

　

　
　

　

　
　
へ　　　　　ぬ　　も　　　　　ノ　　　
そ

　

　

そ

れ

は
早
射

ア

ヒ
で
あ

る
。
從

卒

に
扮
し

力
狂
言
役
者

が

肩
衣

の
右

の
肩

を
脱
ぎ
、

縞
熨

斗
目

・
括

袴

・
脚
紳

∵

・
小
万

に
杖

を

つ
い
て
、
帆早
鼓

で

「
忙
が

し
や
、

忙
が
し

や
」

と

い
つ
て
登
場

す

る
竜

の
で
、

例

へ
ば

『
鉢
木
」
.
噛
烏

-.撃

逝

壗

墨

『
土
鑠

」
釜

の
実

間
が
そ
れ
で
あ
る
.
鏖

に
入
耄

靂

に
立
つ
て
復

想
の
團
體

'

丁ド
に

呼

び
か
け

蚤
形

で
獨

う

で

シ
ャ

ベ
ジ
を

す

る
と

こ
ろ

は
、

シ
ャ
fベ
リ

ァ

ヒ
。の

一
,種
と
%
見

ら
れ

ゐ
が
、

や

が
で
起
ゴ

　

　
　

　

〆　
　
　
　
　
気
　
　
　
　
　
`
、　
　
　
　
　
　
　
塾　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、



㌦ぢ

う
と
し
て
ゐ
る
後
場
の
事
件
に
對
・し
て
豫
告
を
な
し
警
戒
を
與

へ
る
態
度
に
事
件

の
關
係
者
と
し
て
の
立
場
が
現

墾

ゐ
る
の
で
・
難

の
シ
ャ
ベ
リ
ァ
ヒ
と
縫

剃
盞

な
け
れ
ば
警

孤
・
難

の
三

ソ
ア
ヒ
低
製

外
に

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

あ

つ
て
、
'
シ
テ

の
中

入

の
問

の
ひ
ま

つ
ぶ

↓

に

シ
ャ

ベ
ソ
を

す

る

こ
と
が
露

骨

に
見
透

か
さ
れ

る
が
、

早
打

ア

ヒ
に

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

ヤ　　ヘ　　へ

な

る
と
、
(他

の
登

揚
人
物

と
竭
話

を
交
換

す

る
ご
と

は
な

い
け
れ
ど

慈
)
、　

内

面
的

に
す

で
に
幾
分

能

の
中

へ
入
う

込

ん

で
ゐ

る
の
で
、

そ

の
役
名

は
登
揚
入

物

の
名
表

の
中

に
記
入

き
れ
て
格

よ

い
恐

の
で
あ

る
。

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

　

　
　
　

イ
ン
タ

　

そ

の
行
き

方

が
更

淀
劇

的

に
な

る
と
、

入
員

、、
二
入
以
上

に
し

て
互

ひ
に
對
話

を
交
換

し
、

や
や

ま

と
裟

つ
π
間

リ

ユ
ぞ
ド

　
馴

を
諺
つ
く

る
。
例

へ
ば

『
羅
生
門
」

で
は
綱

の
從
卒
が
一
一人

亦
ぼ
カ
は
三
入
Ψ
、
『
橋
辨
慶
」

で
は
辨
慶

の
從
卒

が

二
入
、
'と

い
つ
カ
や

う
に
、

い
つ
れ

竜
早
打

の
形

で
早
鼓
.で
出
て
、

ま
さ

に
起
ら

う
と
し

て

ゐ
る
事
件

ど
問
題

に

し

て
話
し
合

ふ
。
そ

の
甥

話

の
を
か
し

み
に
劇

的
興

味
は

つ
な
が

つ
て

ゐ

る
の
で

、
形

は
早

打

ア

ヒ
で
あ

つ
て
竜
實

　

　
　

　
　
イ
ンタ
リ
ユマ
ド
　
　
　
　
　ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

質

は

】
種

の

問

劇

で
あ

る
。
し

か
慈
前
章

で
述

べ

禿
末

肚

ア

ヒ
の
展

開

と
も

い
ふ
べ
き
特

殊

ア

ヒ

(
替

ア

ヒ
)

と

し

て
の
歌

踊

的
問
劇

(
「
御

田
」
「
猿

聲
」

等
)

と
は
ち
が

つ
て
、
或

る
程

度

ま

で
能

の
事
件

と
關
係

を
保

つ
て
ゐ

る

の
で
、

そ

の
程

度

に
於

い
て
す

で
に
骼

伽
麻

で

の
演
伎

と
見
ら

れ
乃
。
そ

の
相

違

を
竜

つ
と
は

つ
き

う
し

力
言

ひ
方

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
ヘ　　へ

で
説
明

す
れ
ば

、
末

瓩

ア

ヒ
の
展
開

と
し

て

の
開
劇

は
歌

踊

を
主
と

す

る
竜

の
で
あ

る
が
、

早
打

ア

七
の
展

開
と
し

　

　
　

　
　

　
ヘ　　へ

て

の
商

劇

は
對
,話

を
主
と

す

る
竜

の
で
あ

る
。
　

　

　

　

　

ー

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

も　　へ　　ぬ

讐

の
最
蕊

釣
籏

開
蓋

霧

食

、や
警

舞

の
替
ア
ヒ
と
し
て
別
の
毳

で
呼
ば
磐

量

が
あ
る
。
,

軋

-
　

」

鴕

ど

笹

,
言

　

、.
　

　

■

　

㌧
　

　

も

♂

・

.　

.
、、

～
　

`

-=

,

㍉

想
　

「　

紙
ヴ

∴

-

-

ざ

守　

喝

し
.㌧

　

　

　

　

　

鱒

'　

、
　

　

ー
丶
'

㌧
'

、　

」

＼

x

ー

】



　
　
　
　

鮟

と

獲

露

-

㌦
、、　

。
.
・
メ
　

　

　

ノ
'
ぺ
・　

　

　

　

　

!
三

'興

鬻

蘂

粤

◎

謙

Lザ
『蕎

曾
我
』
φ
、」「蘿

壓

な
ど
の
如
耄

あ
る
・

「
弦
壟

で
は
・
善

の

、千
入
斬

の
巷
説
に
膽
を
つ
ぶ
し
控

一
入
の
弦
師
が
逋
行
λ
に
突
春
あ
π
つ
て
か
ら
か
は
れ
、
　
「
大
藤
内
」

で
は
曾
我

掛
.兄
弟

Q
闖
入

の
現
場
か
ら
逃
げ
揖
し
力
吉
備
津
の
宮

の
神
主
が
し
ど
け
な

い
風
を
し
て
こ
れ
裕
逋
行
入
に
つ
き
あ
π

　
つ
て
醜
態
を
演
じ
る
。
こ
れ
等

の
弦
師

・
神
主
の
懼
れ
を

の
の
い
て
ゐ
る
滑
稽
な
態
度
は
、
見
物
入
に
野
し
て
能
の

前
場

の
緊
張
し
力
威
情
か
ら
解
放
し
て
く
れ
る

一
種
の
緩
和
的
效
果
を
與

へ
る
が

(
そ
れ
だ
け
な
ら
ば
歌
踊
的
間
劇

と
て
竜
類
似

の
效
果
を
與

へ
る
け
れ
ど
も
)
、
　
更
に
.一
歩
逡

ん
で
、
や
が
て
見
物
入
の
前
に
提
示
さ
れ
よ
う
と
し
て

ゐ
る
竦
慄
的
光
景
に
樹
し
て
の
豫
戚
を
與

へ
る
と
こ
ろ
に
劇

的
效
果
が
意
圜
さ
れ
て
あ
る
。

ー
さ
う

い
つ
ぬ
憲
圖
は
能

の
二
入
以
上
の
ア
ヒ
を
登
揚

さ
せ
る
問
劇

的
潜
伎
に
嚢
だ
幾
ら
も
發
見
さ
れ
る
一癖
例

へ
ば

'
『
雲
雀
町
』

の
問

で
は
鷹
匠
が
犬
曳
と
勢
子
を

つ
れ
て
出
て
、
鷹
を
遣
ふ
場
面
を
見

、
る
。
气こ
れ
は
フ
キ
横
佩

の
右

　
　
9

大
臣

の
鷹
狩
の
供
の
者
で
あ

る
か
ら
、
や
が
て
後
場

で
登
揚
す
べ
き
右
大
臣
の
先
驅
と
◆も
見
ら
れ

る
。
右
大
臣
は
幼

　
　

は

・い
中
將
姫
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
し
て
今

は
後
悔
し
て
居
う
、
狩
に
か
と

つ
け
て
息
女

の
隱
れ
家
を
搜
し
て
ゐ
る
の

.

で
は
あ
る
が
、
姫
を
か
ば

つ
て
主
命
に
そ
む
き
な
が
ら
護
う
育
て
て
ゐ
る
シ
プ
の
狂
女
に
と
つ
て
は
、
右
大
臣
の
出
・

規
は
最
も
警
戒
す
べ
き
恐
怖
で
な
け
れ
ば
な
ら

膿
。
同
蒔

に
、
そ
れ
は
見
物
入
に
と
つ
て
竜
容
易
な
ら
ざ
る
緊
張
を
,

威
ぜ
し
あ

る
で
あ
ら
う
ゆ
そ
の
意
味
に
於

い
て
此
の
問
劇
的
演
伎
慈
劇
的
效
果
を
持

つ
。

　

寮
疫

『
烏
帽
子
折
』

の
問
で
は
、
,熊
叛

(後

ジ
プ
)

の
手
下
の
盜
賊

三
入
が
夜
討

の
先
が
け
を
し
て
宿
屋
の
塀
を



　

乘

り
越
え
、
貯
投
松
明

を

す

る
揚
面

を
見

せ

る
.
三
入

が
代

る
代

る
松
明

を
投
げ

込

ん
で
屋
敷

の
内
部

の
樣

子
を
探
知

　

し

よ

う
と

す

る
の
で
あ

る
。
そ

れ
だ

け

で
も
盜
賊
闖

入

の
情

景

が
描
き
出

さ
れ

!し
與
味

を

そ
そ

る
が

、.
そ

の
松
明

が

.

　

不

思
議

に
竜

}

め

小
童

に
よ

つ
て
宙

に

切

つ
て
落

さ
れ

竣
う
、

足
蹴

に
か
け

て
踏
み

淌
さ
れ

控
う

、
投

げ
返

き
れ

レ

　

控

う
し

て
、

果

は
斬
う

つ
け
ら

れ

て
悲

鳴
を
あ

げ

て
逃
げ
出

ず
と

こ
ろ

に
、
見

物
入

に
は
そ

の
小
童

が

、給
舞
臺

に

は

　

現

れ

て
な

い
け
れ
ど

も
)
前

揚

で
紹
介

ざ

れ
控
牛
若

で
あ

る
こ
と
が

す
ぐ

に
戚
知

さ
れ

る
と

同
時
に

、

や
が

て
始

ま

・

る

べ
き

熊
坂

『
黨
。の
亂

入
と

土
今
に
展
開

さ

る
べ
き
牛

若

の
活
劇

が
線

想

さ
れ

!し
頗

る
煽

情

的
で
あ

う
、

こ
れ
等

は
能

　

の
事
件

進
行

の

一
部

分
と

毛
受
け

取
れ

る
の
で
あ

る
。　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

/

　

　

　

　
　
　

ぬ　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　
ヘ　　ヘ　
　ヘ　
　ヘ　　ヘ　
　へ

　

,
、
き
う
トい
つ
尢
行
き

方
が

更

に
進

汀
乏
、

狂
言

役
者

は
、

も

は
や
狂

言
役

者
同

士

で
な
く
画
能
役

者

を
相
手

に
し

て

　

滑

臀
諧
藩

を
弄

し

な
が
ら

事
件

を
進
行

さ

せ

る
や

う
に

な

る
。
『
吉

野
靜
』

と

か

『
國
栖
』

と

か
が
そ

の
初

で
あ

る
。

網
、

T
『
吉

野
靜
』

の
二
人

の

ア

ヒ
は
衆

徒

の
代

表
者

で
、
吉

野

の
衆

徒

は
今

ま

で
到
官

を
支
持

し
て

ゐ

陀
け
れ
ど

も
、

　

鎌

倉

の
嚴
命
に

恐

れ
を

な
し

て
反
對

の
態
度

を
取

る
こ
と
嬉
な

b
、
到
官

菊

そ
れ
が

控

め
吉

野
を
落

ち

る
こ
と
に

な

　

つ

控

の
で
あ
る

が
、

衆
徒

疫
ち

は
到
官

を
追
求

す
べ
き

か
否

か
に

つ

い
て
簽

議
を

す

る

こ
と

に

な

つ
カ
。
そ

の
席

へ
・

　

ワ

キ

の
忠

信
が
都
道

者

に
變

裝

し
て
乘

う
込

ん

で
行
き
、

到
官

♂
追

求

す

る
こ
と

の
不
利
を
豫
想

さ

せ

る
や

う
な
宣

　

　

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

　

傳

を
す

る
9

そ

の
場

面
を

ア

ヒ
の
問
劇

で
見

せ

る
の
で
、

ア

ヒ
は

ワ
キ
を
相

手

に
」ず

る
之

こ
ろ

に
異

色
が
あ

る
。

　

　

角
國
栖
』

の
ア

ピ
竜

二
λ

で
、

こ
れ

は
大
俘

の
皇

子
方

の
軍
卒

で
、

一
λ

は
鉾

を
持

ち
、
」

入

は

弓
に
矢

を

つ
が

　

　

　

　

ρ
鎚

華左

狂

嘗
　

、

、　

吃

「　

・

.　

ヤ　

ブ

,　

　

尸
,　

∴

三

し

㌦
　

　

こ

　

、
・
ノ

.,∵

・　

・

～

　

-卜　

∵
　

暢　

`

魁

'

・　

　

　

　

、　

・　

　

-
　

-

勉

＼
～

　

、

'　

㌧

　

　

:
　

し

・
}　

　

　

-
,
　

　

「
!



∴
ン

ひ
三

鎚

煮

∵讐

、㍗
"

怯

.

.
'
-
.、「

丶

,

.

㌧
,
・
「

㌧

」

四

㍗

一

/

"
二

天

て
、
募

の
蚩

へ
饕

込
榛

要

誇

の
後
蓬

う
で
毳

の
川
婆

棊

る
固

下
賤
窘

の
風
俗
毛

　

π
老

入

(
シ
テ
)

が
川
原

客
舟

を
伏

せ
て
そ

の
下

に
高
貴

な
方
を
匿

し

て
護

つ
て

ゐ
る
。

一
一人

の
追

手

は
老
人

を
強

・
,逍

レ

て
舟

の
下

を
捜

さ

う
と
し

て
、

却

つ
て
意

久
地

な
く

慈
老
大

に
追

つ
拂

は

れ
「る
。
此

の
揚

合
は
γ

叱
が

鈴
外
ひ

　

、
　
、
、
　
、
㍉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〆　
　
　
　
　
　
　
　
σ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　
　
　
.
、

　

相
手

に
す

る
と

こ
ろ

に
異

色

が
あ

る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ヘ　
ヘ　
　
　　
　
　へ　
し

　
　

か

う
な

る
と
狂

言
役

潜
は
、
奮

は
や

お
互

ひ
同
士

の
對

話

で
を
か
し
み

を
見

せ

る

の
で

は
な
く
、

シ
プ
と

か
ウ

キ

　

と

か
を
相
手

に
卦

誰
を

し

て
、

自
分

た
ち

の
扮
し

尢
性
格

の
無

力
を

さ
ら

け
出

す

と

こ
ろ

に
を
か
し
み

を
見

　

る
、の

　

で
あ

る
か
ら

、
演

伎
そ

の
物

は
衰
だ

跡
射

の
形
式

を
出

て

ゐ
菰
い

け

れ
ど

も
、
野

話

の
内
容

は
す

で

に
ヤ
分

に
静

⑳

　

へ

　

市

の
略

の
と
な

つ
て

ゐ
て
、
竜

は
や

ア
シ
ラ

ヒ
ァ

ヒ
嚢

で
わ
つ

か
に

一
歩

の
間

隔

で
接
近
し

て
ゐ

る

の
で
あ

る
。
　

　

-

　
　
　

　
　
　

　
　

四

　
　

ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　

ア

シ
ラ

ヒ
ァ

ヒ
の
特

色

は
、
狂

言
役
者

が
問
劇

的
演

伎

に
尢
づ
き

は

つ
て
舞

臺

の
筌
隙

を
充

控
す

と

い
ふ
方
便

に

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ヘ　　ヘ　　ヘ　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ　　も　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　　
　　　　　　　　　　　　　
　　　　へ

　

利

用

さ
れ

る

の
で
な
く
、

完
全

に
龍

の
中

に
入
ヴ
込

ん

で
、

能

の
登
場
入

物

の

}
員
と

し
て
行
動

す

る
と

こ
ろ

に
あ

　
・
る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

ク
チ
ア
ケ
　
　
　
　
　
ヲ
シ
へ

　
　

?

シ
ラ

ピ
ア

ヒ
の
簡
單

な
為

の
と
し

て
は
、

口
開

ア

ヒ

・
教

ア

ヒ
な
ど

が
あ

る
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

　
　
鍵へ
女

徐

ぼ

能
の
臀

耆

し
て
登
場
す
る
狂
言
役
耄

役
目
で
・

鸛

簪

の
難

鳩

鬢

罍

の
所
の



　

　

　

ヘ
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　へ

責

『
班
吝

の
穿

辱

『
鑾

の
靂

の
女
あ
る
じ
・

育

然
筈

の
門
前
の
養

三

簷

の
再
前
の

,

　
者

、
　
『
鐵
輪
』

の
肚
入
、
.
『
咸

陽
宮
』

の
官

入
、
'
『
皇
帝
」

の
官

人
、
　
『
鷺
』

の
官

入

な
ど
が
そ
の

例

で
あ

届
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

ゼ

　
辱

本
來

一
番
あ

能

の
最
初

の
登
揚

は

フ
キ
の
役
目

で
、

フ

キ
は
次
第

で
登
揚

す

る
場
合

が
多

く
、

尢

食
に

は

嚇
聲

で

　
登

場

す

る

こ
と
竜
あ

う
、

ま

カ
し
ば

し
ば

名
宣
笛

で
登
揚

し

て

い
き

な
わ
名

宣
を

す

る

こ
と
も
あ

る

が
、

い
つ
れ

に

.

　
し

て
格
開

口
入

は

フ

キ
に

す

る
の
が

本
格

的
だ

と

い
ふ
印
象

を
傳

統

的
に
與

へ
て

ゐ

る
。

し
か
し
、

能
作

者
は
,
一
方

　
に

於

い
て
は
常
に

形
態

に
變

化

を
求

め
て
能

を
凝

結

せ
し

め
な

い
や

う
に
努

め
て
來

控
か
ら

、

フ

キ

の
代

り
に

シ
プ

　
を

最
初

に
登
揚

さ

せ

る
や

う

な
竜

の
菊

少
か
ち

ず
作

つ
て

ゐ
る
。

唆
尢

シ
プ
ヅ

レ

・
フ

キ
ヅ

レ
を
最

初

に
登
場

さ
せ

　

る
や
ぢ

な

も

の
慈
作

つ
て
ゐ

る
。
殊

に

ワ
キ
ヅ

レ
が
開

口
入

と
し

て
登
場

す

る
時
ぼ
、

フ

キ
や

シ
プ

の
場

合
と

は
ち

,が

づ

て
》
囃

子

な
し
で
出

て

い
き

な

b
開

口
、の

コ
ト

バ
を

い
ふ

(『
大
原
御

幸
」

『
花

篋
」
『
櫻

川
』

『
葵
上
」

等
〉

の

5
,で

、

簡
略

な
序
詞

の
役

目
に
す

ぎ
ず
、

ク
チ
ァ

ク
ァ

ヒ
は
そ

れ
に
似

力
と

こ
ろ

が
あ

る
。
さ

う

い
ふ

と
、.
ワ
キ
ヅ

レ

・
に

ア

ピ
を
振

6
替

へ
疫
だ
け

の

こ
ま
だ

か
ら
僅

か

の
變

更

に
す
ぎ

な

い
や

う
に

略
見
え

る
で
あ
ら

う
が
、

し
か

し
、

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
なク

　
ま

π
考

へ
て
見

る
と
、
.苟
く

竜

「
番

の
能

の
最

初
の
發
言
權

を
狂

言
役

春
に
讓

歩
ず

る
に

つ

い
て
は

そ

れ
だ
け

の
積

　
極

的
理
由
が
あ

つ
カ
に
相

違

な

い
。

フ
キ
ヅ

レ
に
し

て
忌
よ

い
け
れ
ど

毛

ア

ヒ
で
間

に
合

て
置
く

と

い
つ
疫
や
う

'
な

こ
と

で
は
な

く
、

ワ

キ
ヅ

レ
で
は
お
竜
し

ろ
く

菰

い
か
ら

特

に

ア

ヒ
を
起
用

し
π
窓

の
で
な
け
れ

ば

な
ら

澱
。

そ
・

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

も
の

透

て
煮

ク
チ
ァ
〃
ア

.
穫

用
す

る
藕

か
髦

囎

が
つ
く
.
霧

入
物
か
ゑ

逢

唐
入
黎

多
く
、
鎌

踊

/
鉱

.・
爵

乏
'
狂
、
奮
～
コ

　

/

一

・
,

慌

＼

旨
一

、
、
に

ご
～

β
＼
三

n、
　

～



三
冷

ご

餌

忍

㌧
鑑
㍑

渋

・隔
ノ
.-
ン

,

ラ

ピ

.

..㌧

、
、

☆

宍

㌧

.

∴

な
想

一
.・砦

い
莞

る
と
霧

が
㌘

、
む

に
鏐

の
素

ら
蠱

曲
の
上
奮

も
、
よ
う
多
臭

屡

示
し
得
る
奮

　

　
　

　
　

　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ロ　　　　　　　
な

.
㌦
役

者

の
方

が
爰
當

す

る
と

い
ふ

こ
と
に

な

る
が
、

き

う
で

な

い
物

は
菊

つ
と
内

面

的
に
劇

的
行

動

の

必
要
上

か
ち
特

　

・起

狂
言
役

者
が

邏
ば

れ
喪

の
で
あ

る
。
例

へ
ば

『
斑
女
』

の
遊

女
屋

の
女
將

の
に

《
に
く
し

き
な

ど

は
能
役
者

の
褒

　

現

で
は
ど

う
し
て
格

狂
言

役
者

の
如
き
寓

實
的

な
調

子
は
出

せ

な

い
の
で
、

こ
れ
等

は
間

に
合

せ
ど

こ
ろ

で
は
な

く
、

、,
、
狂

言

役
者

の
加

入
に

よ

つ
て

こ
そ

シ
ヲ

の
境

遇

の
あ

は
れ

き
竜

一
黶
数
果

的

に
戚
得

さ
れ

る
の
で
あ

る
の
　

　
、　

、、

　

　

次

に

あ

酒

M
ハ

b
と

い
ふ

の
は
、

演
伎

の
中

で

ワ

キ
偽
を

の
捜

し
求

め
る
物

の
所
在

を
歡

へ
示
す

だ
げ

の
役

目

で
、
、

　

言

つ
て
見

れ
ば
簡
單

な
輕

い
仕
事

で

は
あ

る
が
、

簡
單

訟
輕

い
仕
事

だ
け

に
能
役

者
よ

う
慈
狂
言

役

者

に
適

合
し

て

　

ゐ

る
の

で
あ

る
。
例

へ
ば

『
東

北
」

『
江

口
』

『
楊

貴
妃
』
『
松
風

』
『
三
冉
↑
『
蘆

刈
』

『
善

知
鳥
』

『
鵜

飼
」

等
に
登

　

　
　

　
　

　

も　
　
　
　
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

　
　

　
　

ヘ　　ヘ　　へ

　

場

す

る
所

の
者
が

そ
れ
.で
あ

る
。
　

(
こ
れ
等

の
中

に
は

フ

キ
に

ヲ

シ

へ
を
し

尢
後

で

シ
プ

の
中

入
後

に
更

に

カ
タ
ソ

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ロ
い　

り

　
雲
を

す

る
慈

の
も
あ

る
。
)
　

ヲ
ジ

ヘ
ァ

ヒ
は
概

し
て
本
格

的

の
能

の
中

で
、

別

に
を
か
し

み
な
ど

を
見

せ
る

こ
と

な
く
、

　

・
屋

つ
て
き

嚢
じ

め
に
、

ワ

キ
に
尋
鉱
ち
、れ

控

こ
と
を
親

切

に
歡

へ
る
だ

け

の
こ
と

で
あ

る
が
圃

そ

れ

が
能

の
中

で
の

、ー
、
事

件

で
あ

る
の
と
、
や

が

て
は

ワ

キ
と

シ
プ
を
出
逢

ぱ

せ

る
き

つ
か
け

髯
作

る

こ
と

に
潅

る
の
で
、
』

種

Φ
ア

シ
ラ

　

,
ヒ

ア

ヒ
で
あ

る

こ
・と
に
於

い
て

ク
チ

ァ
ケ
ァ

ヒ
と
好

一
野

の
役
目

で
あ

る
。
し

か
し
、

ア

シ
ラ

ピ
ア

ヒ
と
t

て
は
、

　

　
　

　
　

　
も　
ヘ　
へ　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

　

ど
ち
協

竜
局
蔀
的
に
能

り
中
に
加
入
し
♂・
ゐ
る
に
す
ぎ
な

い
か
ち
、
そ
の
意
味
に
於

い
て
ア
シ
ラ

ヒ
ァ

あ

初
歩

の

.

.
諺
式
毫

惚

べ
き

で
あ
る
.

・
　

＼

　

　

　

ヤ
　

　

、

-

弓
　

.・



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
へ　
も　
も　
ぬ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ　
も　
へ　
も　
や

　

ア
シ
ラ

じ
ア
ヒ
の
發
邃
し

控
形
式

は
ど
う
な
る
か
と

い
ふ
と
、

輔
つ
の
能

の
全
經
過
を
遖
じ
て
騎
え
ず
登
揚
し
て

　
ぬ　
ヘ　
　
　
　
ゴ

`
ゐ

る
こ
と
で
あ
る
。

}
度
登
場
し
淘
以
上
は
最
後
綾
で
、
少
く
と
も
最
後

に
近

い
と

こ
ろ
綾
で
遏
場
し
な

い
で
、
そ

莊
毛
狂
言
座

に
く

つ
ろ

い
だ
う
し
な

い
で
、
斷
え
ず
事
件
の
進
行
に
交
渉
を
持

つ
て
磯
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
シ
ラ

ヒ

ァ
ヒ
め
さ
う
い
つ

π
關
係
と
し
て
與

へ
ら
れ
る
役
臼
は
、

下
入

・
太

刀
持

澄
能
力

・
張
力

・
船
頭
と

い
つ
禿
や
う
な

雇
傭
階
級

の
卑
賤
な
者
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
階
級
は
卑
賤
で
あ
る
け
れ

ど
菊
、
但
し
、
舞
麌
上

の
仕
篳
は
相
當
に
軍

要
な
毛
の
が
多

い
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
能
で
菊
狂
言

で
竜
、
演
伎

の
本
質
を
見
究

あ
な
い
者
は
時
と
し

て
奇
怪
な
觀
察
　
下
す

の
を
見

る
こ
と
が
あ

る
。
帥
ち
、
登
揚
入
物
の
假
想
さ
れ
尢
肚
會
的
階
級
に
捉
は
れ
て
、
舞

臺
的
重
要
性
を
そ
れ
で
推
す
傾
向
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
藝
循
的
に
謂

は
れ
な
き

こ
と
で
、
殆
ん
ど
問
題
と

,す

る
に
値
し
宏
い
初
心
者
の
錯
覺

で
あ
る
。
登
場
入
物
が

シ
テ
と

ワ
キ
の
二
人
に
限
定
さ
れ
π
鶺
な
ど
は
簡
單
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

る
が
、
登
揚
入
物
が
多
數

で
あ

る
現

ヌ
物

な
ど
に
な
る
と
、
各
入
物

の
舞
臺
的
重
要
性
を
決
定

す
る
の
に
混
働
を
來

疫
す
こ
と
が
あ
る
ら
し

い
。
例

へ
ば

『
安
宅
』
に

つ
い
て
見

る
と
、

ツ
テ
が
最
恐
重
要
な
入
物

で
あ
う
、

フ
、キ
が
そ

れ
に
對
抗
す
る
意
味
に
於

ψ
て
第

二
に
重
要
な
入
物

で
あ

る
こ
と
は
言

ふ
要
で
竜
な

い
が
、
そ
の
他

の
入
物
の
中

で

は
そ
れ
に
次

い
で
何
が
重
要
で
あ
る
か
は
考
慮
を
要
す
る
。
到
官
は
子
方
に
縮
小
さ
れ
て
は
ゐ
る
け
れ
ど
慈
、
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
やま

,性
は

シ
プ

・
ワ
キ
に
次
ぐ
慈

の
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
議
論

の
餘
地
ば
な

い
と
し
て
、

シ
プ
ヅ

レ
リ
同
山
八
入
乃
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ぱ

十
入
は
、
舞
臺
的
重
要
性

は
そ

の
八
入
乃
至
十
入
が

一
束
に
な

つ
て
や

つ
と

一
入
前

の
資
格

を
持

つ
く
ら
ゐ
の
竜
の

　
　
　
　
　

鵬

と

鉦

.鬟
、
　

　

'
.
　

　

.

卜
　

　

言
ご
　

　

　

F
　

∵
宅



　

'
ゴ

　

　
鯵

.と
灘

養

、　

、　

、　

　

-

～

　

　

　

　

　

　
、
,
箏
　

　

　

　

一
八
～

、
ρ
'

亀
で
あ
う
、
狂
言
役
者
の
ア

ヒ
の
重
要
性
に
は
及
ば
な
い
。
此

の
能
ノに
は
ア
ヒ
が

二
入
登
場
す

る
が
、
.一
入
は
太
刀
椿
7

」と
し
て
ワ
キ
に
隷
屬
し
、
今

}
人
は
強
力
と
し
て
シ
ナ
に
隷
屬
ず

る
。
ど
ち
ち
菊
相
當
に
重
要
な
役
目
で
、
殊
に
張

力
は

シ
テ
の

一、行
に
初

め
か
ら
附

い
て
ゐ
て
、

シ
グ
と

シ
ナ
ヅ

レ
が
登
場
歌
と
し
て

「
蕨
の
衣
は
篠
懸
の
つ
ゆ
け
き

、
袖
や
t
ぼ
る
ら

ん
い
と
次
第
を
謠
ふ
と
、

い
つ
竜
の
如
く
合
唱
部

の
地
取
に
は
そ
れ
を
取
ら

せ
な
い
で
、
自
分

で
口

を
出
し
て

「
お
れ
が
衣
は
篠
懸

の
破
れ
て
事
や
篏
き
瀰
ち

ん
↑
と
偸
快
蕉

.・
デ
ィ
を
謠
ふ
ほ
ど
甚
だ
脊
偵

つ
て
ゐ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　

る

ア

ヒ

で

あ

る

。

此

の

ア

ヒ

の

大

事

な

仕

事

は

シ

テ

の

一
行

が

關

に

掛

か

る

時

ま

で

斥

候

と

、し

て

そ

の

様

態

歎

偵

察

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

心

　

　

　

　

　

　

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
行
つ
て
シ
テ
に
馨

す
る
こ
と

(謬

下
手
姦

を

膏

蓮
発

耄

す
る
)
と
、
及
び
、
そ
の
笈
を

寿

の

　
變
装
の
カ
め
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ

る
。
太

刀
持

の
方
は
初
め
か
ら

ワ
キ
に
附

い
て
出
て
、
、
ワ
キ
と

シ
テ

の
闘
答
に

.
口
を
出
し

禿
う
、

フ
キ
が
太
刀
に
手
を
掛
け
る
と
止
あ
立

て
を
し
れ
ゐ
、

ワ
キ
が

シ
テ

剛
行
の
逋
過
を
許
す
と
ま
カ

.嶺
口
を
出
し
尢
う
、
-
到
官
が
逋
う
か
か
る
と
逸
早
く

ワ
キ
に
そ
れ
を
知
ら
せ
カ
あ
、
後

で
ブ
キ
が

シ
ジ

唄
行
の
休
息
し

　
て
ゐ
る
所

へ
逍

つ
て
行
く
と
そ
の
時
も
要
疫
案
内
・役
を
し
控
う
し
で
、

こ
れ
竜

な
か
な
か
活
動
す
る
。
と
に
か
く
そ

～
の
活
動

は
、
.強
力
竜
太
刀
持
格
、
シ

テ
ヅ

レ
な
ど
よ
う
は
顯
著

な
も
の
で
、
且

つ
個
性
の
現
れ
た
も

の
で
あ
る
。
さ

　
う

い
つ
力
役
目
を
負
擔
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
か
む
、
.地
位
が
下
賤
だ
か
ら
と

い
つ
て
輕
親
す
べ
き
で
は
な

い
。

　
　
地
位

の
高
下
で
役
柄

の
重
要
性
を
測
定
す
れ
・ば
、
四
番
目
物
の
シ
テ
に
は
無
名

の
庶
現
や
卑
賤

の
漁
夫
獵
師
な
ど

　
格
あ
う
、
庭
掃

の
下
人
、
宿
屋

の
亭
主
な
ど
菊
あ
う
、
大
遘
、藝
入
菊
あ
れ
ば
、
乞
食
噛
あ
る
。

『
松
風
」

の
女
主
λ



　

公
妹

妹
ど

て
格
身
分

は
蜑

乙
女

に
す
ぎ

ず
、　

『
關
寺

小
町
』
　
『
卒
都
婆

小

町
」

の
女
主

人
公

と
て
竜
乞

食

で
あ

乃
。

・　

だ
か

ら

ア

ヒ
の
扮

す

る
入

物
が

下
賎

で
あ

る

こ
ど

は
問

題

に
は
な
ら

な

い
。
問
題

は
そ

の
入
物

が
曲
臺

體

の
上

に
於

　

　
い
て
要

求
す

る
性
格

の
重

き

で
あ

う
、

そ

れ
を
端

的
に
示

す
恐

の
は
行
動

の
性

質

と
發
言

の
度
數

で
あ

る
。

單

に
發

　

言

の
度
數

だ

け
か
ら

見
れ

ば
、

例

へ
ば

『
籠
太
鼓

」

の
ア

セ
な
ど

は

二
十

一
囘

㊨
發
言

を
す

る
。

こ
れ

は

シ
プ

の
十

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　し
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　

モちヘレ

　

五
囘

、

ワ

キ
の
二
十
五

囘
に
對

し

て
、

決
し

て

少
く

な

い
發
言

で
、

以

つ
て

い
か
に

ア

ヒ
が
重
要

な
役

目

で
あ
る

か

・

を
知

る
に
足
う

る
。

け

れ
ど

も
、,
そ

れ

に
も
拘
ら

ず
、
發

言
度
數

の
最
竜

少

い

シ
一グ
が

な
ほ
且

9
最
竜

重

要
な

役

目

　

で
あ

る
の

は
、
そ

の
發

言
が
數

の
上

で
な
く
質

の
上

で
重

要

で
あ

る
の
と
、

及

び
そ

の
行

動

の
性

質
が

重

要

で
あ

る

　

か
ら

で
あ

る
。

カ

ケ
ソ
を
舞

ふ

の
毛

シ
プ
で
あ

れ

ば
、
全

曲

の
最

主
要
部

な

る
破

の
後
段

の
行
動

を
擔

任

す

る

の
竜

　

丶
シ
プ

で
あ

葡
。

け
れ
ど

も
、

そ

の

シ
プ
よ

り

も
遙

か

に
多

↑
の
發
言

を
す

る
ク

ヒ
で
あ

る
か
ら
、

ア

ヒ
と
し

て
は
重

　

」
要

な

ア
ヒ
で
あ

る
。

　

　

-
ア

シ
ラ

ヒ
ァ

ヒ
の
代

表
的

な
も

の
ぱ
下
入

・
太

刀
持

・
能

力

・
張
力

・
船

頭

な
ど

で
お

る
が
、

そ

の
内

、

下
入
と

　

太

刀

持

は

狂
言
役

者
に
限
ら

ず
能

役
者

竜
し

ば
し

ば
勤

あ

る
。

下

入

は
フ

キ
ヅ

レ
竜

シ
プ
ヅ

レ
も
勤

め
、

太

刀
持

は
臨

　

　
多
く

は

ワ

キ
ヅ

レ
で
あ

る
。
能

役
者

の
揚

兮
は
素
袍

男

で
あ

る
が
、

狂
言

役
者

の
場
合

は
狂
言

上

下

で
あ

る
か
ち

.

　

　
そ

れ
だ

け
晶
位

を
異

に
す

る

の
は
止

む
を
得

な

い
。

そ
れ
を
狂

言

の
、ア

叱
が
素
袍
男
φ

フ

キ
ヅ

レ
の
や

う
な
晶
位

を

　

'
裝

ふ
と
姦

演
出

の
意

圖

を
無

視
す

る

こ
と

に
な

る

り
で
あ
る
。

　

　

　

　

　

　

能

と

ヤ
狂

臀

　

　

　

　

、

'
　

」
し
　

　

、
　

　

　

　

　

、
"
九

　

　

　

悔

　

　

　

　

　

　
　

　

　

ド　　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　　
　　
　
　　　
　　
　　
　　
　
ば　　
　　
　　　
ヘヘ

　

　

　

ー　
　
　
　
　

馬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

:
～
　
7　
　
　
　
　

・　

』　

聖く
`
㌧　

、　

・　
　
　
㌧
　
　
　㌧　
　
　
广幽　

ー



　

　

　

　
　
　

　

ナ　
へ

　

　

　

　
　

能
、
へ

狂

曾

弓　

　
　

　

　
　

　

　
　

,　

　

　
　

」　

　

　
　

.　

　
　

　

　

二
◎

　

　

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

解

　

ぜ　
　
　
も　
　
あ　
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　

絢ア

ヒ
φ

下
入

の
登
揚

す

る
も

の
に
は
、
鬘

物

に

『
住
吉

詣
』
、

四
番

目
物

に

『
籠
太

鼓
』
『
高

野
物

狂
』
『
溺
法
師
』

、
『
天
鼓
』
『
綾

鼓
』
『
戀

重
荷
』
『
藤

戸
』

『
砧
」
『
葵
上
」

『
竹
雪
」
『
鉢

木
』
『
春
榮
』
『
盛

久
』

『
張

良

』
、　

切
能
物

に

　

『
海

入
』
『
玄
象

」

等
が
あ

る
。
　

　

夢　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

　

　

　

　
　
ヘ　　ヘ　　ヘ

　

ア

ヒ
の
太

刀
持

の
登
場
す

る
慈

の
に

は
、

鬘
物

に

『
草

子
洗

小
町
」

『
祗

王
」

『
大
原

御
幸
』
、　

四
番

目
物

に

『
卷

絹

」
『
室
君
』
『
富

士
太
鼓
」
『
唐
船
」

『
放

下
僭
』
『
鳥
追

舟
』
『
藤
榮
』

『
望

月
」
『
安
宅
』
『
滿
仲
』
、

切
能
物

に

『
壇

、
風

』

等
が
あ

る
。

　

　

　

　
　
ヘ　　ヘ

　

ァ

ヒ
・の
能

力

の
登
場

す

る
竜

の
と
し

て
は
、

四
番

目

物

に

『
西
行
櫻

』
『
三
井
寺
』
『
道
成

寺
」
『
藤

榮
隔
『
元
服

曾

我

』
『
禪
師

曾
我
』
、　

切
能
物

に

『
舍

利
」
『
現
在

七
面
」
『
黒
塚
』
『
調
伏

曾
我
』
『
鞍
馬

天
狗
』
『
殺

生

石
』

等

が
あ

る
。

　

　

　

　
　
ヘ　　ヘ

　

　
ァ

ヒ
の
強

力

の
登
揚

す

る
竜

の
と

し
て

は
、

四
番

目
物

に

『
安

宅
』
、

切
能

物
に

『
大

江
由
』
撃

が
あ

る
。
　

　

　

.

　

　

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

＼

　

　

　

　
　
ヘ　
ヘ　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　ン

.

ア

ヒ
の
船

頭

の
登
場

す

る
竜

の
に
は
、

四
番

目
物

に

『
俊

寛
』
『
唐
船
』

『
七
騎
落
』
.　

切
能

物

に

『
船

辨
優
』

等

　

　

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

＼
臨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

・
が

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

・

　

以

上
四
番

口
物

・
切
能
物

に

ア

シ
ラ

ヒ
ァ

ヒ
の
多

く
登
場

す

る
の
は
、

そ

れ
だ

け
四
番
目

物

・
切

能
物

に
劇

的
成

分

が
多

く

な
つ
て

の
る

こ
と

を
示
す

毛

の
で

、

同
じ

下
入

・
太

刀
持

に
し

て
慈
、

嚢
じ

め
く

さ

つ
た

フ
キ
ヅ

レ
よ

う

は

、
、洒
落

を
解

す

る

ア

ヒ
の
方

が
去

う
多

く
そ

の
役

に
適

す

る
か
ら

で
あ

る
。
・　

　

　

　

一
　

,

,



事

五

も

　
　

　

上

邇

の
読
明

に
よ

つ
て
、
能

が
そ

の
登

場
入

物

の
中

に
狂

言
役

者
を

ア

シ
、ラ

ビ
ア

ヒ
と

し
て
加
入

さ
せ

る
こ
と

に

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

ゆ　　ヒ

　

ゾ
な

つ
九

の
は
、
能

役

者
だ

け
で
は
能

ぼ
完

登

に
演
出

す

る
こ
と
が

で
き

な
く
な

つ
陀
と

い
ふ
理
由
を

知

う
得

る
で
あ

　
　

ら

う
。

こ
れ

は
能

の
發

展

の
歴
史

の
上

で
重
大

な
欝
件

で
あ

る
か
ら
、

十
分

に
考

へ
て
見

な
け
れ

ば

な
ら

瀰
。

　
　

　

初

め

に
能

が
作

b
出

き
れ

π
時

の
典
型

的

形
態

は
,

主
役

一
入

本
位

の
演

伎

と
し

て

シ
プ
の
舞

踊

の
み

を
中

心
走

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
ノ

　
　
し

て
見

せ

る
も

の
で
あ

つ
カ
。
脇

能
物

・
修
羅

物

・
髴
物

の
本
格

的
形
態

は
皆

霞

う
で
あ

つ
カ
。
切

能
物

の
本
格

的

　
　

形

態

竜
き

う
で
あ

つ
カ
。
・四
番

目
物

だ
け

は
概
し

イ
、
形
態

に
變
化

を
求

あ
て
作
ら

れ

力
菊

の
で
あ

る
か
ら
、

さ

う
で

　
　

な
rい
竜

の
が
多

い
が
、
・
そ
れ

で
竜

四
番

目

物

の
中

に
慈
主

役

}
入
本
位

の
演
伎

と
し

イし
提
示

き
れ
霞

も

の
が
幾
ら

か

　

・
あ

る
。
定
役

轡
・ん
本

位

の
演

伎

で
あ

る

疫
め

に
は
、

フ

キ
を

シ
テ
,と
同
格

の
登
揚

入
物

に
し

な

い
こ
と
が

必
要

で
あ

.・』

る
・

シ
姦

神
で
あ

る
と
か
・
物
語

の
轟

で
あ

る
と
か
・
纔

の
佳
入
才
女
で
あ
る
と
か
・
薯

は
轟

妖
醤

曙
・　

,
類
で
あ

る
と
か
.

い
つ
れ
に
し
て
慈
俗
世
尚
か
ら
線
遠

い
格
の
で
あ
る
が
、
之
に
反
し
て
、
フ
キ
は
わ
れ
わ
れ
と
同

　
　

じ
く
此
0
世
に
生
き
イ、
ゐ
る
入
間
で
あ
う
、
そ
の
形
は
紳
主

で
あ
ち

う
と
、
僭
侶

で
あ
ら

う
と
、
山
伏
で
あ
ら
う
と
、

　
　

大
し
`
問
題
で
は
な
学く
、
多
く
の
場
合
放
行
者

で
、
或

る

一
定
の
場
所
を
訪
問
し
.
其
處
で
シ
プ
の
扮
す
る
神
と
か

　
　
.幽
靈
と
か
鬼
と
か
妖
精
と
か
に
出
蓬

へ
れ
ば
よ

い
㊨
で
あ
る
。
紳

・
幽
靈

・
鬼

・
妖
精
な

ど
は
初
め
は
入

間
の
姿

に

　
　
　
　
　
,
ド

能

零

狂

書
　

　

　

　

隼　

、　

　

　

`

・　

　

　

　

　

　

ご

、

、　

＼



君〆
罎,　
　
　
　

能

と

狂

雷
　

・　

、・

云　
　
"
　

・　
　
　
　
　
　

.
、　
　
　
　
　
　
　
　

ご
ご

　
　
僧
現
し
て
誼
問
者
と
癢
觸
守

る
け
れ
ど
恐
、
後
で
は
そ
の
本
鱧
を
現
は
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
舞
踊
を
見
せ
る
。
そ
れ
が

　

「、訪
闘
者
▼の
夢

の
中

の
出
來
事
と
し
て
提
示
さ
れ
カ
う
、
想
像

の
中

の
出
來
事
と
し
て
提
示
さ
れ
控
う
す
る
こ
と
も
あ

　
　

る
。
能
ま
し
て
は
そ

の
點
が
目
に
訴

へ
る
方
面
で
の
目
的
で
あ
う
、
裟
控
耳
に
訴

へ
る
方
面
で
の
目
的
は
主
と
し
て
、

　
　

ク
ソ

・
サ
シ

・
ク
セ
の
詞
章
で
聞
か
せ
、
そ
の
部
分
は
合
唱
部

が

シ
プ
の
代
う
に
吟
唱
す

る
。
だ
か
ら
、

シ
プ
の
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丶

　
　
踊
と
合
唱
部

の
吟
唱
が
重
要
な
慈

の
と
な
る
が
、

ワ
キ
は
そ
れ
を
誘
導
す
る
役
目
に
す
ぎ
な

い
と
も

い
へ
る
の
で
あ

　
　

る
α

シ
叉
の
舞
踊
と
合
唱
部

の
吟
唱

は
見
物
人
の
最
竜
期
待
す
る
竜
の
で
お

つ
た
か
ら
、
そ
れ
を
誘
導
す
る
ワ
キ
は

　
　
謂

は
ば
見
物
入
の
代
表
者
と
し
て
登
揚
す
る
や
う
な
竜
の
で
あ

つ
カ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

あ　　へ

　
　
　
そ
れ
な
ら
ば
ア
ヒ
は
如
何
な
る
資
格
で
登
場
し
て
ゐ
π
か
と

い
ふ
と
、
そ
れ
等

の
原
則
的
形
態

の
能
に
於

い
て
は
、

　
　

ア
ヒ
は
前

に
菊
述
べ
尢
如
く
カ
タ
ソ
ァ
ヒ
嚢
力
は
シ
ャ

ベ
リ
ア
ヒ
と
し
て
登
場
す
る
も
の
が
多
ぐ
、
そ

の
職
掌
の
實

　
　
際

り
目
的
は
シ
プ
の
中

入
の
問

の
舞
臺
の
筌
隙
を

ふ
さ
ぐ
カ
め
に
す
ぎ
な
か

つ
尢
か
射
、
全
く
演
出
上
の
方
便
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　へ

　
　
て
の
登
場
で
、
演
伎

の
根
本
精
紳
か
ら

い
ふ
と
、
藝
術
的
に
は
螫
物
・視
き
れ
て
竜
仕
方
の
な
い
や
う
な
種
類

の
恐

の

　
　
で
あ

つ
委
。
　
(
し
か
し
、
・
い
く
ち
贅
物
で
も
舞
臺

の
上
に
出
す
以
上
は
、
能
全
體
の
調
和
を
破

つ
て
は
な
ら

な
い
制

　

」
約
に
縛
協
れ

て
、

カ
タ
リ
ア
ヒ
に
し

て
竜
、

シ
ャ

ベ
リ
ア
ヒ
に
し
て
竜
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
柄
に
應
じ
て
の
晶
位
を
保

　

曳
つ
こ
と
が

要

哀
さ
れ
る
の
は
當
然

で
あ

る
が
、
そ

の
品
位
が
同
時
に
ア
ヒ
の
存
在
價
値
を
意
味
す
る
慈

の
と
解
し
て

　

-は
な
ら
な

い
。

つ
嚢
ゆ
、

い
く
お
晶
位

は
あ

つ
て
竜
贅
物
は
ど

こ
裟
で
竜
贅
物
で
あ
る
。
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鰤



唖

　
　
と
こ
ろ
が
、
能
竜
形
態
的
に
分
派
し
て
舞
臺
的
に
複
雜
化
し
ノし
來
る
と
、

ソ
キ
の
資
格
に
竜
變
化
が
生
じ
、
ま
カ

　

ァ
ヒ
の
費
格
に
慈
變
化
が
生
じ

て
、
"次
箏
に
主
役
本
位

の
行
き
方
が
薄
ら

い
で
來

る
。

フ
キ
は
初

め
は
單
な
る
見
物

.
入
の
代
表
者
に
す
ぎ
な
か
つ
π
の
が
、

シ
テ
の
扮
す
る
入
物
と
同
時
代

の
入
物
に
扮
し
て
、
事
件
の
成
立

の
上
で
、シ

　
テ
と
直
接
に
何
等
か
の
交
渉
を
保

つ
や
う
な
關
係
に
立
ち
、
同
時
に
、

シ
テ
の
舞
踊

は

(
そ
の
重
要
性
を
ば
容
易
に

　
,棄
て
よ
う
と
は
し
な
か
ク
控
が
)
必
ず
し
も
そ
れ
だ
け
が
提
示
の
單

一
の
目
的
で
は
な
く
、
そ

の
外
に
も
他

の
重
要

　

な
目
的
が
附
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
來

泥
。
即
ち
、

シ
プ
と
ワ
キ
の
對
立
か
ら
結
果
す
る
事
件

の
進
行

の
歌
態
が

　
見
物
入

の
興
味

0
對
象
と
な
つ
て
來
控
。
四
番
目
物
の
中
で
も
殊
に
現
在
物
に
は
此

の
歌
態
が
最
も
強
く
現
れ
て
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　ヘ　　
　　　　　
　　　　　
　　ヘ　　ヘ　　へ

　

禿
。
き
う
な
る
と
、
事
件

の
複
雜
性
を
助
け
る
控
め
に
ア
ヒ
は
し
ば
し
ば
能

の
中
に
雇
ぴ
入
れ
ら
れ
、
表
面
は
竜
も

　

ろ
ん
端
役
で
は
あ

る
が
、
、
し
か
し
狂
言
役
者
で
な
け
れ
ば
勤
ま
ら
な

い
や
う
な
仕
事
を
引
き
受
け
さ
せ
ら
れ

る
や
う

　

に
な
つ
カ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　

き
う

い
つ
カ
ァ
シ
ラ

ヒ
ァ

ヒ
を
必
要
と
す
る
や
づ
に
な
つ
π
こ
と
は
能

の
劇

的
展
開
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ

つ
て
、

　

幽
玄
主
義

の
見
地
か
ら
す
れ

ば
能

の
遏
化

(
と

い
ぶ
言
葉

は
實
は
爰
當
で
な

い
の
で
あ
る
が
〉
と
塔
見
ら
れ

る
こ
と

　
・き

へ
あ
る
け
れ
ど
竜
、
幽
玄
主
義
で
純

一
の
美

の
世
界
に
見
物
入
を
誘
導
す
る
こ
と

の
み
が
能

の
唯

}
の
行
き
方
で

・

　

あ
る
毳
は
言

へ
な

い
。
幽
玄
主
義
を
唱
道
し
控
世
阿
彌
自
身

で
さ

へ
竜
、
能

は
時
勢
あ

轉
變
に
適
應
す
べ
き
竜
の
だ
、

ー

と

読

い
て
ゐ
る
ほ
ど
で
、
鬘
物
よ
あ
慈
狂
女
物

の
方
が
喜
ば
れ
、
神
物

・
鬼
物
よ
う
竜
現
在
物
の
方
が
歡
迎
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
能

と

狂

鬣

　

　

　

　

　

　

　

　

、
.
　

　

　

　

　

　

.

ご
誉



　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　

.能

と

狂

言
　

　

.
　

　

　

F

・

一
　

　

　

、

-
　

　

　

　

　

二
四
,!
㍉

　
　
・や
う
に
な
つ
沁
か
ら
と

い
つ
て
、
個
人
的
趣
味
か
ら

の
好
悪
は
と
に
か
く
、
'そ
れ
は
時
代

の
風
潮
で
あ
る
が
ら
個
入

　
　
　
　
　
　
　

ヘ

ノ　

の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
鴻
竃で
き
な

い
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
控
だ
近
代

の
傾
向
が
プ

シ
ラ
ヒ
ァ
ヒ
の
登
揚
を
必

　
　

要
と
す
る
や
う
な
種
類

の
能
を
決
し
て
輕
蔑
し
な

い
で
、
否
、
輕
蔑

し
な

い
ど

こ
ろ
で
は
な
く
却

つ
て
大

い
に
歡
迎

.

　
　

す
る
や
う
に
な
つ
!し
ゐ
る
事
實
を
正
硯
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
例

へ
ば

『
東
北
』
『
采
女
』
『
夕
顏
』
と

い
つ
カ
や
う

　
　

溶
幽
玄
第

一
主
義

の
典
麗
優
雅
の
表
現
は
、
晶
位
に
於

い
て
は
高
く
、
好
省
と
し
て
は
純

喝
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
構

　
　

想
が
單
純
で
、
歳
惰
が
蔽
ひ
隱
さ
れ
て
、
や
や
竜
す
れ
ば
近
代
入

の
紳
擁
を
倦
怠
さ
せ
。る
の
を
見

る
が
、
之
に
反
し

　
　

て
幽
玄
味
は
多
少
變
貌

し
て
慈
戚
情

の
竜
つ
と
あ
ら
は
に
滲
み
出
し
控
竜

の

(
『
班
女
』
『
百
萬
』
『
葵
上
」
等
)
と
か
、

'　

或
ひ
は
更
に
幽
玄
味

は
減
退
し
て
も
構
想
が
複
雜
化
し
て
劇

的
行
動
の
張
く
支
配
し
疫
竜

の
(『
鉢
木
』
『
安
宅
』
『
俊

　
　

寛
』
『
望
月
』
等
)
　
と
か
の
方
が
、
ま
う
多
く

一
般
的
に
訴

へ
る
と

こ
ろ
が
あ

る
の
を
知

α
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
、

　
　

こ
れ
等
後
者

の
群
を
歡
迎
す

る
心
理
に
は
、

ア
シ
ラ

ヒ
　
'
7
ヒ
の
存
在
を
決
し
イ、
邪
魔
物
扱

ひ
に
し
な

い
現
實
的
興
味
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謬

　
　

が
潜
在

し
て
ゐ
る
こ
と
を
見
遁
し
て
は
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　

マ　
　
　
　

、　
　
　
　
　
　
　
　
　

・　
　
　
　

'

　
　
　

ア
シ
ラ
ピ
ア
ヒ
ぽ
能

の
晶
格
な
と

つ
て
邪
魔
物
に
な

る
と
見

る
皃

方
は
、
幽
玄
主
懿
判
の
立
場
か
ら

の
み
・言
ひ
得

る

　
　

こ
と
で
、
す
で
に
幽
玄
主
義
か
ら
多
少
な
b
と
慈
離
れ
π
種
類

の
能
に
於

い
て
は
問
題
と
す
べ
き
で
は
な

い
。
或

る

　
　

能
で
は
ア
七
を
太
刀
持
と
す
る
の
に
、
他

の
能
で
は
フ
キ
ヅ

レ
を
太

刀
持
と
す
る
と

い
ふ
や
う
な
矗
別
が
あ
る
の
も
、

、

　
　
噂
そ
れ
ぞ
れ
の
能

の
内
容
と
し
て
要
求
せ
ら
れ
π
幽
玄

の
分
量
の
差
違
か
ら
解
釋
さ
れ
る
心
幽
玄
主
義

か
ら
遶

ざ
か
れ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

跏ノ

ば
遠
ざ
か
る
だ
け
、

ア
シ
ラ
●ヒ
ァ
ヒ
の
活
動
範
圍
は
大
き
く
な
る
の
が
逋
則
で
、
其
處
に
わ
れ
わ
れ
は
狂
言
役
者
の

當
熱
發
散
す
る
散
必
的
獅
蜘
幽
澣
師
恥
吟

㊨
を
認
め
る
。
非
幽
玄
的
な
鷲
の
を
非
能
的
な
竜
の
と
限
定
す

る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
狂
言
的
成
分

に
非
能
的
な
竜

の
と

い
ふ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
非
幽
玄
的
な
慈

の
は
必
ず
し
竜
す
べ

て
非
能
的
な
も

の
で

は
な

い
、
(
何
と
な
れ
ば
、
崩
邂
、の
如
く
、
能
の
中
に
は
幽
玄
以
外

の
成
分

の
含
嚢
れ
る
こ
と
竜

當
」然
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
濃
)
か
ら
、
狂
言
的
成
分
を
非
能
的
孜
竜

の
と
見
な
す
こ
と
は
爰
當
で
な
い
け
れ
ど
竜
、

狂
言
的
成
分
が
龍
的
成
分
と
卦
立
す

る
こ
と
は
事
實

で
あ

る
。
能
が
ア
シ
シ

ピ
ア
ヒ
と
し
♂し
狂
言
的
成
分
を
取
ウ
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　へ

げ
カ
の
は
、
そ
の
鍔
立
的
要
素
を
必
要
と
す
る
理
由
が
あ

つ
控
か
ら
に
相
違
な
ぐ
、
そ
れ
は
即
ち
變
化
を
求
め
る
必

・
要
か
ら
で
あ

つ
カ
。

　

變
化
を
求
め
る
こ
と
は
構
成
を
複
雜
に
し
形
態
を
單
調
で
な
く
す
る
必
要
か
ら
來
控
悪

の
で
、
藝
術
的
展
開

の
自

然

の
趨
勢
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
能
が
ア
シ
ラ
ピ
ア
ヒ
を
正
.式
に
登
揚
入
物

の
中
に
加

へ
る
や
う
に
な
つ
た
時
は
、
能

`
の
到
逹
す
べ
き
展
開

の
最
後

の
段
階
に
到
着
し
尢
こ
と
を
示
し
控
竜
の
で
あ

つ
π
。
け

れ
ど
脇
、
儲
が
狂
言
に
目
を

つ
け
で

、
そ

・礎

依

つ
て
そ

れ
自
身

の
表

現
裳
變
化

を

求

め
よ
う
と
し

控

の
は
、
恐

ら

く

ア

シ
ラ
ーヒ
ァ

ヒ
の
編

入
を

思

畆

つ
ぐ
よ

り
竜

ず

つ
と
以
前

、

慶
だ
能

が
初
期

の
原

則
韵

形
態

を
完
成

し

カ
ば
か
う

の
頃

か
ら
で

あ

ク
控
だ

ら

う

≦

推
定

さ
れ

る
。

と

い
ふ

の
は
、

狂
言

が
能

と
前

後

し
て
そ

の
最
初

の
形
態

を
完

成
し

力
頃

か
ら
、
能

は
狂
言

と
合

　

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ

、同

七

て
同

「
舞
鏖

で

の
演

出
を
實
行

し

て

ゐ
た
か

ら

で
あ

る
。

能

と
能

の
問

に
狂
言

を
-
一
番
つ

つ
挿

入
し

て
番

組
が

　

　

　
　
　

鶴

と

狂

言

,
　

　

　

,
　

　

'

、
　

　

　

　

　

　

ご
五

　

　

.
　

〆
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先
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能

と
裁

書

、

ζ

、

、

、
　

　

.̀

、

.
'

　

、

＼

　

　
　

三

や

履

成
読

を

雲

め
は
、
つ
裟

を

.含

能
が
演
出
の
上
に
激

条

め
る
量

蔵

じ
て
実

か
臺

な
け

短

緊

畜

∵

,

.　

　

　

碍　

三

　

拳　

　

　

　

　

　

.
一

、
夛
ノ　

ー

餮
、

　
　

そ
の
頃
能
は
寫
實
主
義
の
基
礎
の
上
に
立
つ
で
幽
玄
主
義
の
實
現
の
完
成
に
忙
レ
く
肖
そ
れ
自
體
の
中
に
變
化
を

♂

'示
を

形
態
農

嬰

せ
る
像

翳

時
肇

早
か
書

。
だ
か
桑

樸
窒

套
言自
と
組
ん
で
謇

突

つ
遽

化

　

φ

要

求

を
充

力
し

て

の
力
竜

の
と
思

は
れ

る
。
能

は
典
麗

優
雅

と
か
莊
重

嚴
肅

と
か
絢

爛
豪

宕

と
か

を
ね

ら

つ
て
進

　
　

　
　
　

　
　

　
ノ

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

へ

,
み

、

狂
言

は

汰
力
す
ら

滑
稽
諧

謔
を

事
と
し

て
、
互

ひ
に
相
補

つ
て
主

張
を
保

持
し

て

ゐ
卑
竜

の

で
あ
ら

う
。
だ

か
＼

　

ら

}
方

が
汰
格

的

で
他

方

ぽ
附
髓

的
と

い
ふ
や

う
な
關
係

に
あ

つ
カ

の
で
は
な
く
、

い
つ
れ
格

そ
れ

ぞ
れ

の
立
場

に

・
於

い
て
本
格

的
表

現
を
主

張
し

て

ゐ
尢
竜

の
に
相

蓮

な

い
。
そ
れ

を
六
世
紀

の
歳

月

の
經
過

の
後

に
、
今

日
能

だ
け

・
が

本
格

的
演

伎

で
、

狂
言

は
附

髓
的
演

伎

で
あ

る
か

の
如
き

印
象

を
與

へ
る
や

う
に
な

つ
だ

の
に
、

何

よ
う

も
狂
言

訃

の

だ
め
に
惜

む
べ
き

で
あ

る
。

　
　

、　
　
　
　
　
　

六

　
　
　
　
　
　
　・　

量　
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、
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-
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よ　

　
　

　
ぢ

　
　

狂
言

は
能
乏

殆

ん
ど
全

く
本
質

を
異

に
す

る
ぢ

の
で
あ

る

こ
と
を
初

め
に
言

つ
π
が
、

そ
れ

を
形

能
軌
の
上
扛

つ

い

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

ヘ　　ハ

　

て

説
明

す

る
と
西
、能

は
詩

で
あ

る
け
れ
ど

慈
狂
言

は
散

文

で
あ

う
、
能

は

フ
シ
を

つ
け

て
謠

ふ

竜
の

で
あ

る
け
れ
ど

.、

　
　

　
　
　

　
　

　

ヘ　
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
も　
り
し

　

竜

狂
言

は
李

俗
に
話

す

竜

0
で
あ

う
、
話

の
間

に
謠

ふ
時

は
多

惹

は
當

時

の
俗
謠

で
あ

う
、

用
語

竜

能

で
は
前

時
代

・
,

呪　

〆
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コ
　　ミ　　も
ヱ

前

前
時
代

の
雅

語
や
漢

語
を

お
竜

に
使

ふ
け
れ
芝

竜
、
狂

冒

で
は
そ

の
時
代

の
日
常
語

を
使

ぶ

の
フが
原
則

で
あ
わ
、

能

に
は
舞

踊

の
あ

る
の
が
き
ま

ゆ

で
あ

る
け

れ
ど

も
、
狂
言

に

は
舞

踊

の
な

い
方
が
本
來

の
行
き

方

で
あ

る
。
(舞

踊

慈
挿

入

さ
れ

力
竜

の
は
指

當

に
見

せ
ら

れ

る
け
れ
ど

竜
、

少
《

と

も
能

の
如
く

そ
れ
を
主

眼
と
す

る
も
の
は
あ
ま

う

.

多

く

は
な

い
。
)

"

　

能

り
構

成

は
合
唱
歌

に
よ

つ
て
支
持

さ

れ
、

最
主

要
部

は
合
唱
部

の
吟
唱
と
主

役

の
舞

踊

に
依

つ
て
示

さ
れ

る
が
、

狂
言
に
は
合
唱
讐

な
け
臣

舞
踊
差

い
㊨
が
建
前
で
あ
烹

例
外
と
し
て
少
數
の
舞

の
物
に
限
つ
て
あ
る
け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ　
ヘ
　
へ

れ

ど

も

)
、
　

ど

こ

ま

で

竜

散

文

的

な

對

話

が

主

體

で

あ

る

か

ら

、

全

體

の

調

子

が

李

板

で

、

日

常

的

で

、

氣

ど

つ

π

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　ヘ
　
　ヘ　
　へ　
　ゆぐ

と

こ

ろ

が

な

く

、
玉
飾

う

立

て

π

と

こ

ろ

が

な

く

、

一
見

わ

れ

わ

れ

の

隣

入

の

生

活

を

見

る

が

如

く

心

易

い
戚

じ

が

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ト
る

。

だ

か

ら

、

そ

の

本

質

7・
す

る
竜

の

は

滑

稽

諧

謔

で

は

あ

る

け

れ

ど

酪

、

こ

と

さ

ら

に

入

に

哄

笑

を

強

ひ

る

と

か

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
へ

好

ん

で

わ

惹

ふ

ざ

け

を

す

る

と

か

い

つ

カ

や

う

な

こ

と

は

狂

言

の

本

道

で

は

な

く

、

良

質

の

微

笑

を

誘

ひ

出

し

て

知

　

ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ　
ヘ
　
ヘ
　
　へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

・
ら

ザ

識

ら

ず

人

を

明

朗

な

氣

持

に

な

ら

せ

る

と

い

ふ

の

が

狂

言

本

來

の

使

命

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

多

く

の

狂

言

の

中

に

は

、

し

か

し

、

必

ず

し

竜

き

う

で

な

く

隔
　

わ

る

ふ

ざ

け

も

あ

れ

ば

駄

洒

落

竜

あ

る

け

れ

ど

も

、

そ

れ

は

能

の

中

に

竜

べ

だ

ら

な

い

作

品

が

交

つ

て

ゐ

る

、0

と

同

じ

で

、

な

に

竜

最

惠

の

も

の

を

標

準

に

し

な

く

乏

も

よ

い

。

標

準

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ　
　へ
　
　も　
　ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　ノ

は

趣

味

の

高

い

精

煉

さ

れ

控

喜

劇

精

禪

の

依
く

現

れ

控

竜

の

を

採

る

べ

き

で

あ

る

。

世

阿

彌

が

『
習

道

書

」

の

中

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

『
狂

言

の

役

入

の
事

』

乏

題

し

て

ゐ
　

q
わ

ち

は

せ

ん

と

蓄

略

ふ

あ

て

が

ひ

は

嚢

づ

あ

る

べ

か

ら

ず

L

と

い

ひ

隣

慶

虎

　

　

　
・
,
、、毳

と

駐

餐

　

・冒
　

　

　

㌧
　

　

、

.

丶
　

　

塗
　

　

　

ご
七
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箙

と

狂
言
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露
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二
苓

　

　

　

　

、

郵

濠

か
し
起

か
な
ら
ず
钁

(大
勢
)
の
か
ら
ひ
廴

く
ミ

し
よ
く

(俗
)
鼕

風
讐

る
べ
k

ゑ

・

　

　

ゆ　　
　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　
い

み
、の
内

に
カ

の
し

み
を

ふ
e

む
と

云
、

是

は
お

容
し
ろ

く

う
れ

し
き
戚

心
也
、

こ
の
心

に
和

合
し

て
見

所
入

の
ゑ
み

を
な

し
、
　
桶
け
う

(興
)
を
催

さ

ば
、

お
竜

し
ろ

く
、

幽
玄

の
上
階

の
を
か
し

惣

る
べ
し
、
k
こ
れ
を

か
し

の
上
手

と
云

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

ダ

へ
か
L

と

い
ひ
、

ま

カ

「
返

々
、

を
か
し

な
れ

ば
と

て
、

さ

の
み
に

い
や
し

き
言
葉
風

體
ゆ

め
ゆ

め
あ

る
べ
か
ら
ず

心

9
5

べ
し
」

と
戒

告
し

て

ゐ

る
の
略
、

つ
ま
う

は
精
煉
さ

れ

尢
良

質

の

ビ
ュ
ー

.マ
り
の
推
稱

で
あ

つ
て
、

そ
れ

こ
そ

-

幽
玄

の
情

趣
と

竜
調
和

す

る
滑

稽
諧
謔

で
あ

る
。

世
阿
彌

は
幽
玄

第

}
主
義

者
だ

か
ら
待
に

さ
う

い
つ
か
良
質

の
滑

稽

趣
味

を
釁

重
し

た
竜

の
で
あ

ら

う
が
、

世
阿
彌

を
竢

つ
ま

で
も

な
く
、

狂
言

の
作

品
竜
初
期

の
も

の

(
そ

の
道

で

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　
　
ノ

玄
惠

上
入
作

と
し

て
傳

へ
む
れ

尢
竜

の
及

び
金
春

四
郎

・
宇
治

彌
太
郎

作

と
し

て
傅

へ
ら

れ
力
格

の
)

に
.は
比
較

的

」良
質

の
も

の
が
揃

つ
て

ゐ
る
と

こ
ろ

か
ら
推

す
と
、

吉

野
時
代
か

ら
室

町
時
代

へ
か
け

て
は
滑
稽

諧
謔
も

よ

い
趣

味

¶
の
も

め

が
あ

つ
尢
や

ケ
に
思

は
れ

る
。
そ

れ
が

次
第

に
低

下
し

て
惡

趣
味

に
墮

し

て
行

く

か
、

し

か
ら
ざ
れ

ば
、

能

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　伊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

化

し
℃

凝
結
し

て
し

綾

つ
尢
も

の
で
あ
ぢ

う
。

　

　
　

　
　
　

　

ヘ
　
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
ヘ　
へ　
　
　
　
　
　
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

　

狂
言

は
根
本

が
寫

實

で
、

内
容

と
し

て
能

よ
う
格
入

間
性

が
多
分

に
含
嚢

れ
て

ゐ
る
だ

け
に
」
そ

の
表
現

慈
單

な

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

らサ　
　
　
　
　
ガ

る
技

術

だ
け

で
は
間

に
合

は
ず

(
も
ち
ろ

ん
能
と

て
菊
技

術

の
み

の
も

の
で
は
な

い
け
れ
ど
も
)
、
　

役
者

自
身

の
趣

ヘ
　

ヘ
　

へ
　

げ

味

教

養

が
直
接

に
發
現

す

る
傾
向
を
持

つ
て

ゐ
る
か
ら
、
藝

術

的
に
精

煉
き

れ
控
表
現

と

す

る
こ

と
は
決

し
て

な
変

や

き
し

い
仕
事

で

は
な

い
わ
け

で
あ

る
。
世

阿
彌

は

「
昔

α
つ
ち
太

夫
し

菰

る
者

の
狂
言

の
風
態

を

口
を

極

め
て
稱
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泌



蝋

揚
し
て
ゐ
る
が
.
さ
う
い
つ
尢
昔
の
名
人

の
醇
乎
と
し
て
珠
の
如
き
良
質
の
ヒ
ュ
ー

マ
ー
を
飆
見
し

つ
少
、
飜

つ
て

現
代

の

(
く
さ
び
ら
」
の
如
き
群
小
俗
輩

の
、
或

ひ
は
化
石
し
π
や
う
な

「
能
が
か
ゆ
」

の
狂
言
を
患

ふ
と
、
道
す

で
に
廢
る
か
の
戚
慨
を
感
じ
得
な

い
の
で
あ

る
。
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實
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羅

能
　
と
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